
山
形
。
大
浦
遺
跡

研
在
地
　
　
　
山
形
県
米
沢
市
中
田
町
字
大
浦

調
査
期
間
　
　
一
九
八
四
年
（昭
５９
／
ハ
月

発
掘
機
関
　
　
米
沢
市
荻
育
委
員
会

調
査
担
当
者
　
菊
地
政
信

遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

遺
跡
の
年
代
　
縄
文
時
代
、
奈
良
時
代

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

大
浦
遺
跡
は
、
米
沢
市
街
地
の
東
北

へ
約

一
Ｉｎ‐
の
河
岸
段
丘
に
位
置
し
、
標

高
は
約
二
三
七
ｍ
あ
り
、
宅
地
と
水
田
、
畑
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。　
一
九
八
〇

年
に
当
遺
跡
に
隣
接
す
る
笹
原

遺
跡
が
調
査
さ
れ
た
。

今
回
の
発
掘
は
、
本
遺
跡
の

東
側
最
端
部
が
駐
車
場
造
成
地

と
な
る
こ
と
か
ら
、
米
沢
市
教

育
委
員
会
が
事
前
発
掘
調
査
を

実
施
し
た
。
今
回
の
調
査
面
積

は
約
二
六
〇
ポ
で
あ
り
、
本
遺

跡
の
性
格
に
つ
い
て
の
全
容
は

明
確
で
は
な
い
。
な
お
本
遺
跡
の
総
面
積
は
二
、
四
〇
〇
∬
と
推
定
さ
れ
る
。

調
査
の
結
果
、
奈
良
時
代
の
遺
構
を
中
心
に
、
柱
穴

・
溝
状
遺
構
が
検
出
さ
れ

た
。
溝
状
遺
構
は
重
複
し
て
確
認
さ
れ
、
木
衛
は
、
そ
の
う
ち
切
ら
れ
た
溝
状

遺
構
よ
り
出
土
し
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

長
さ

一
一
・
六
ｃｎ
、
幅
三
ｃｍ
、
厚
さ
五
ｍｍ
で
あ
り
、
両
端
部
に
Ｖ
字
型
の
切

り
込
み
を
有
す
。
墨
痕
が
認
め
ら
れ
る
が
、
判
読
は
で
き
な
か
っ
た
。
な
お
削

り
調
整
は
片
面
だ
け
で
あ
る
。

（菊
地
政
信
）

『
茨
城
県
関
係
古
代
金
石
文
資
料
集
成
』
刊
行
さ
る

茨
城
県
立
歴
史
館
が
昭
和
五
六
年
度
か
ら
三
カ
年
度
に
わ
た
り
実
施
し
て
き

た
学
術
調
査

「
茨
城
県
関
係
古
代
金
石
文
資
料
の
調
査
集
成
」
の
成
果
が
こ
の

ほ
ど
ま
と
ま
り
報
告
書
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
茨
城
県
内
出
土
の
上
器

・
瓦
等

に
施
さ
れ
た
墨
書

・
箆
書
き

。
刻
印
を
可
能
な
限
り
集
成
し
た
も
の
で
、
集
成

し
た
資
料
の
個
別
表
と
写
真
図
版
、
出
土
遺
跡
の
概
要
か
ら
な
り
、
志
田
諄

一

氏
の
論
稿

「
常
陸
国
に
お
け
る
古
代
の
郡
名
位
置
比
定
」
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。

茨
城
県
立
歴
史
館
発
行

『
学
術
調
査
報
告
書
Ｉ

茨
城
県
関
係
古
代
金
石
文
資
料
集
成
―
墨
書

・
箆
書
―
』

（
Ｂ
五
版
　
本
文
九
〇
頁
　
図
版
九
〇
枚
　
一
九
八
五
年
二
月
刊

と́
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